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[演習 4.4] τrr = 2µerr = 2µ∂ur
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= 0 したがって τθφ|r=a = 0,
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= 0 したがって τφr |r=a = 0.

[演習 4.5]
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などを代入すると (4.139) が得ら

れる.

[演習 4.6] ηm の係数が 0 になる条件から Am+3 = −m!
2
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ある m + 3 (m ≥ 0) を考えて, 仮に 0 ≤ k < m + 3 なる全ての k について成り立ったと
する. m + 3 を 3 で割った余りが 1 または 0 ならば k + 2 と m − k のうちの少なくと
も一方は 3 で割って 2 余る整数にはなり得ないから右辺の Ak+2 と Am−k の組合せの
少なくともどちらか一方は 0 になる. したがって m + 3 を 3 で割って余りが 1 または 0
ならば Am+3 も 0 になる.

m = 2, 5, 8 として A5 = − 2!
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[演習 4.7] (1) 積分を Iδ ≡
∑∞

n=0
f ′(nδη) (1 − f ′(nδη)) δη で近似する (ただし δη =

0.2). Iδ = [f ′(0.0) × (1 − f ′(0.0)) + f ′(0.2) × (1 − f ′(0.2)) + · · · · · · · · ·] × 0.2
∼= [0.0 × (1.0 − 0.0) + 0.06641 × (1.0 − 0.06641) + · · · + 1.0 × (1.0 − 1.0)] × 0.2
∼= 0.663.

(2)
∫∞
0

f ′(1 − f ′)dη = [f(1 − f ′)]∞0 +
∫∞
0

ff ′′dη = −
∫∞
0

2f ′′′dη = 2f ′′(0) = 2α.

第５章 乱　 流
[演習 5.1] ∂�′/∂x = ikx�̂(y) exp [i(kxx + kzz − ωt)] ,
∂�′/∂z = ikz�̂(y) exp [i(kxx + kzz − ωt)] , ∂�′/∂t = −iω�̂(y) exp [i(kxx + kzz − ωt)]
などを使って方程式を各成分ごとに書くと
−iωû + iUkxû + v̂dU/dy = −(1/ρ)ikxp̂ + ν

[
d2/dy2 − (k2

x + k2
z)
]

û, (1)

−iωv̂ + iUkxv̂ = −(1/ρ)dp̂/dy + ν
[
d2/dy2 − (k2

x + k2
z)
]

v̂, (2)

−iωŵ + iUkxŵ = −(1/ρ)ikz p̂ + ν
[
d2/dy2 − (k2

x + k2
z)
]

ŵ, (3)

ikxû + dv̂/dy + ikzŵ = 0. (4)
(1)×ikx+ (3)×ikz の (ikxû + ikzŵ) を (4) 式を用いて消去すると


